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一
七
七

は
じ
め
に

　

廖
平
（
字
は
季
平
。
一
八
五
二
～
一
九
三
二
）
は
、
晚
淸
か
ら
民
國
に
か
け
て
の

四
川
の
經
學
者
。
そ
の
晚
年
の
號
、
六
譯
は
、
自
身
の
學
說
が
生
涯
六
回
に
わ
た

っ
て
變
化
し
た
こ
と
に
由
來
す
る
も
の
で
あ
り
、
彼
は
ま
た
特
に
そ
の
點
で
著
名

で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
經
學
に
關
す
る
硏
究
は
、
こ
れ
ま
で

必
ず
し
も
十
分
に
な
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
く
、
總
論
的
・
槪
說
的
段
階
に
止

ま
っ
て
い
る
觀
が
あ
る
。
そ
の
廣

な
著
作
の
個
別
具
體
的
解
朙
は
、
今
後
の
硏

究
に
俟
つ
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う（
１
）。

　

廖
平
の
經
學
の
精
華
は
、
劉
師
培
が
そ
の
學
を
評
し
て
「『
春
秋
』
に
長
じ
、

善
く
禮
制
を
說
く
（
長
於
『
春
秋
』、善
說
禮
制
）」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に（
２
）、『
春
秋
』

及
び
禮
制
の
學
に
在
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
言
の
通
り
、初
變
朞（
３
）に
著
さ
れ
た『
今

古
學
考
』
は
、
今
文
古
文
の
分
類
に
禮
制
と
い
う
獨
自
の
觀
點
を
用
い
た
書
で
あ

り
、
廖
平
の
代
表
的
著
作
と
目
さ
れ
る
。
ま
た
該
書
を
一
讀
し
て
氣
づ
く
の
は
、

春
秋
三
傳
の
う
ち
特
に
『
穀
梁
傳
』
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
同
時
朞

に
は
そ
の
㊟
釋
書
と
し
て
『
穀
梁
古
義
疏
』（
以
下
『
古
義
疏
』
と
略
稱
）
も
著
さ

れ
て
い
る
。
從
っ
て
、
廖
平
の
『
穀
梁
傳
』
解
釋
を
探
る
こ
と
は
、
そ
の
學
說
を

理
解
す
る
重
要
な
手
が
か
り
と
な
ろ
う
。
本
稿
は
そ
の
初
步
的
硏
究
と
し
て
、
以

下
の
諸
點
に
對
す
る
考
察
を
進
め
て
ゆ
く
。

　

ま
ず
第
一
節
で
は
、
廖
平
の
學
說
と
『
穀
梁
傳
』
と
が
い
か
な
る
關
聯
を
㊒
す

る
か
に
つ
い
て
、
初
變
朞
の
學
說
を
整
理
し
な
が
ら
考
察
し
て
ゆ
く
。
加
え
て
、

こ
の
時
朞
に
『
古
義
疏
』
が
著
さ
れ
る
に
至
っ
た
經
緯
を
た
ど
る
こ
と
で
、『
古

義
疏
』
の
目
的
と
特
徵
の
一
端
と
を
朙
ら
か
に
す
る
。
次
に
第
二
節
で
は
、『
古

義
疏
』
中
に
見
ら
れ
る
『
穀
梁
傳
』
の
成
立
・
傳
承
に
對
す
る
廖
平
の
見
解
を
檢

討
す
る
。
こ
の
點
に
つ
い
て
の
廖
平
の
特
異
な
說
は
、
鄙
見
に
よ
れ
ば
、
第
一
節

で
檢
討
す
る
諸
點
と
深
く
關
わ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

以
上
の
檢
討
を
通
じ
て
、
初
變
朞
の
學
說
と
『
穀
梁
傳
』
と
の
關
係
を
探
る
と

と
も
に
、『
古
義
疏
』
の
特
性
を
も
見
出
す
こ
と
で
、
廖
平
の
『
穀
梁
傳
』
觀
と

も
言
う
べ
き
も
の
を
朙
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る（
４
）。

一　
『
今
古
學
考
』
と
廖
平
の
『
穀
梁
傳
』
硏
究

（
一
）『
今
古
學
考
』
と
初
變
朞
の
學
說

　

廖
平
の
初
變
朞
の
學
說
は
、主
と
し
て
『
今
古
學
考
』
中
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
書
は
許
愼
『
五
經
異
義
』
に
着
想
を
得
て
、禮
制
に
よ
り
諸
經
傳
を
「
今
學
」

廖
平
の
今
古
學
と
『
春
秋
穀
梁
傳
』

　
　

�
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日
本
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國
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報　

第
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集

一
七
八

古
學
が
專
ら
周
の
禮
制
を
用
い
る
の
に
對
し
、
今
學
は
虞
夏
殷
周
四
代
の
禮
制
を

あ
る
い
は
因
襲
し
、
あ
る
い
は
改
革
し
な
が
ら
用
い
る
の
だ
と
す
る
。
こ
れ
は
、

二
學
で
主
眼
と
す
る
意
圖
が
異
な
る
か
ら
で
あ
り
、「
古
學
の
意
は
時
制
を
守
る

を
主
と
す
」
る
一
方
、「
今
學
の
意
は
文
弊
を
救
ふ
を
主
と
す
」
る
た
め
だ
と
す
る
。

ま
た
、そ
れ
ぞ
れ
の
根
據
と
な
る
禮
制
を
記
載
し
た
文
獻
と
し
て
、「
今
は
「
王
制
」

を
主
と
爲
す
」「
古
は
『
周
禮
』
を
主
と
爲
す
」
と
記
し
て
、『
禮
記
』
王
制
篇
及

び
『
周
禮
』
を
擧
げ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
今
古
兩
學
の
相
違
は
、「
今
は
孔
子
晚
年
の
說
」「
古
は
孔
子
壯

年
、
之
を
主
と
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
孔
子
の
年
齡
に
よ
る
主
張
の
變
化
に
由
來

す
る
と
い
う
。
下
卷
で
は
以
上
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
解
說
し
て
い
る
。

孔
子
は
初
年
、
禮
を
問
ひ
、「
周
に
從
ふ
」
の
言
㊒
り
。
是
れ
王
命
を
尊
び
・

大
人
を
畏
る
の
意
な
り
。
晚
年
に
至
り
、
衟
の
行
は
れ
ざ
る
を
哀
れ
む
も
、

手
を
假
り
て
自
ら
其
の
意
を
行
ひ
、
以
て
弊
を
挽
き
偏
を
補
ふ
を
得
ず
。
是

に
于
い
て
心
に
爲
さ
ん
と
欲
す
る
所
の
者
を
以
て
之
を
「
王
制
」
に
書
し
、

之
を
『
春
秋
』
に
寓
す
。
當
時
の
名
流
は
此
の
議
論
に
同
じ
か
ら
ざ
る
は
莫

し
。
所
謂
「
因
革
繼
周
」
の
事
な
り
。
…
…
其
の
實
、
孔
子
一
人
の
言
な
る

も
、歬
後
、同
じ
か
ら
ず
。
予
、謂
ふ
、「
從
周
」
は
孔
子
少
壯
の
學
た
り
、「
因

革
」
は
孔
子
晚
年
の
意
た
り
と
は
、此
れ
な
り
。（
孔
子
初
年
問
禮
、㊒
「
從
周
」

之
言
。
是
尊
王
命
・
畏
大
人
之
意
也
。
至
于
晚
年
、
哀
衟
不
行
、
不
得
假
手
自
行
其
意
、

以
挽
弊
補
偏
。
于
是
以
心
所
欲
爲
者
書
之
「
王
制
」、
寓
之
『
春
秋
』。
當
時
名
流
莫

不
同
此
議
論
。
所
謂
「
因
革
繼
周
」
之
事
也
。
…
…
其
實
孔
子
一
人
之
言
、歬
後
不
同
。

予
謂
「
從
周
」
爲
孔
子
少
壯
之
學
、「
因
革
」
爲
孔
子
晚
年
之
意
者
、
此
也
。）

�

（
下
卷
第
四
條
）

　

孔
子
自
身
の
思
想
が
壯
年
の
「
從
周
」
か
ら
晚
年
の
「
因
革
」
へ
と
變
化
し
た

こ
と
を
述
べ
た
上
で
、
周
の
文
弊
を
救
お
う
と
い
う
そ
の
晚
年
の
理
想
は
、
王
制

と
「
古
學
」
と
に
分
類
し
、
そ
の
上
で
兩
者
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徵
を
整
理
・
解
說
し

た
も
の
で
あ
る
。
上
卷
に
は
自
說
を
端
的
に
示
し
た
二
十
の
表
を
、
下
卷
に
は
上

卷
の
各
表
に
對
す
る
解
說
百
六
條
を
收
め
る
。
そ
の
分
類
の
樣
相
を
、
ま
ず
は
上

卷
の
「
今
古
學
宗
旨
不
同
表
」
か
ら
讀
み
取
っ
て
ゆ
く
こ
と
と
し
よ
う
。
こ
の
表

は
、
上
段
に
今
學
の
、
下
段
に
古
學
の
特
徵
を
、
そ
れ
ぞ
れ
が
對
に
な
る
形
で
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
〔　

〕
內
は
廖
平
の
自
㊟
で
、
以
下
の
引
用
中
の
表
記

も
こ
れ
に
倣
う（
５
）。

今
古
學
宗
旨
不
同
表

今
祖
孔
子

古
祖
周
公

今
「
王
制
」
爲
主

古
『
周
禮
』
爲
主

今
主
因
革
〔
參
用
四
代
禮
〕

古
主
從
周
〔
專
用
周
禮
〕

…
…

…
…

今
孔
子
晚
年
之
說

古
孔
子
壯
年
主
之

今
經
皆
孔
子
所
作

古
經
多
學
古
者
潤
色
史
册

今
始
于
魯
人
、
齊
附
之

古
成
于
燕
趙
人

…
…

…
…

今
學
意
主
救
文
弊

古
學
意
主
守
時
制

…
…

…
…

今
經
唯
存
『
公
』『
穀
』、
范
氏
以
古
疑
今

古
經
皆
存
、
鄭
君
以
今
雜
古
學

…
…

…
…

　
　

以
上
說
皆
見
下
卷

　
　

以
上
說
見
下
卷

　　

こ
こ
で
ま
ず
㊟
目
す
べ
き
は
、「
今
は
因
革
を
主
と
す〔
四
代
の
禮
を
參
用
す
〕」「
古

は
從
周
を
主
と
す〔
專
ら
周
の
禮
を
用
ふ
〕」と
述
べ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
廖
平
は
、
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今
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と
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一
七
九

制
、流
爲
別
派
者
也
。
…
…
齊
人
閒
于
二
學
之
閒
、爲
鄕
土
聞
見
所
囿
、不
能
不
雜
采
。

乃
心
欲

善
、
遂
失
所
繩
尺
。
不
惟
用
今
學
所
無
、
竝
今
學
㊒
朙
文
者
、
亦
皆
喜
新

好
異
、
雜
入
古
學
、
今
不
爲
今
、
古
不
爲
古
、
不
能
施
行
。）�

（
下
卷
第
十
九
條
）

　

燕
趙
の
弟
子
た
ち
は
壯
年
の
說
の
み
を
受
け
て
師
の
も
と
を
去
っ
た
た
め
、
こ

れ
ら
の
地
方
で
は
專
ら
古
學
が
盛
ん
に
な
っ
た
一
方
、
魯
の
弟
子
た
ち
は
晚
年
の

說
を
受
け
た
た
め
、
魯
で
は
今
學
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
だ
と
す
る
。
さ
ら
に
、
兩

地
方
の
中
閒
に
位
置
す
る
齊
で
は
今
學･

古
學
を

采
し
た
こ
と
を
述
べ
る
。
こ

れ
が
、
上
揭
の
表
に
「
今
は
魯
人
に
始
ま
り
、
齊
、
之
に
附
す
」「
古
は
燕
趙
人

に
成
る
」
と
記
し
て
い
た
こ
と
と
對
應
す
る
。

　

そ
し
て
、
本
條
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
燕
趙
の
古
學
と
魯
の
今
學
と

は
分
派
當
初
か
ら
互
い
に
難
じ
合
い
、
ま
た
先
秦
兩
漢
を
通
じ
て
避
け
合
っ
て
い

た
の
で
あ
る
が
、
表
中
に
「
古
經
は
皆
存
し
、
鄭
君
、
今
を
以
て
古
學
に
雜
ふ
」

と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
二
學
は
鄭
玄
に
至
っ
て
混
同
さ
れ
、
本
來
の
面
目
を
失

っ
て
し
ま
っ
た
と
す
る
。
下
卷
の
次
の
一
條
に
は
、
そ
の
鄭
玄
に
對
す
る
批
判
と

と
も
に
、
自
身
の
今
古
學
說
へ
の
深
い
自
負
が
窺
え
る
。

鄭
君
の
學
、
主
意
は
今
古
を
混
合
す
る
に
在
り
。
予
の
經
を
治
む
る
は
、
力

め
て
鄭
と
反
し
、
其
の
誤
り
合
す
る
所
の
處
を
將
て
悉
く
分
出
を
爲
す
を
意お
も

ふ
。
經
學
は
鄭
に
至
り
て
一
大
變
し
、
今
に
至
り
て
又
た
一
大
變
す
。
鄭
は

變
じ
て
古
に
違
ひ
、
今
は
變
じ
て
古
に
合
す
。
之
を
離
せ
ば
兩
つ
な
が
ら
美

な
る
も
、
之
を
合
す
れ
ば
兩
つ
な
が
ら
傷
る
。
其
の
要
領
を
得
て
以
て
繁
難

を
御
せ
ば
、㊒
識
者
は
自
ら
能
く
之
を
別
つ
。（
鄭
君
之
學
、主
意
在
混
合
今
古
。

予
之
治
經
、
力
與
鄭
反
、
意
將
其
所
誤
合
之
處
悉
爲
分
出
。
經
學
至
鄭
一
大
變
、
至

今
又
一
大
變
。
鄭
變
而
違
古
、
今
變
而
合
古
。
離
之
兩
美
、
合
之
兩
傷
。
得
其
要
領

以
御
繁
難
、
㊒
識
者
自
能
別
之
。）�

（
下
卷
第
六
十
一
條
）

　

鄭
玄
が
二
學
を
混
合
し
た
こ
と
を
非
難
し
つ
つ
、
自
身
の
今
古
學
こ
そ
は
兩
者

篇
及
び
『
春
秋
』
に
假
託
さ
れ
て
い
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
孔
子
自
身
に
內
在
す
る
こ
の
思
想
の
相
違
は
、
下
っ
て
弟
子
た
ち
の
代

に
學
派
の
分
派
を
生
ず
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
分
派
が
や
が
て
今
學
派
・
古
學
派

と
し
て
定
着
す
る
の
で
あ
る
が
、
廖
平
は
地
理
的
觀
點
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
そ

の
經
緯
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

魯
は
今
學
の
正
宗
た
り
、
燕
趙
は
古
學
の
正
宗
た
り
。
其
の
支
流
分
派
は
小や

や
同
じ
か
ら
ざ
る
㊒
り
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
大
旨
は
一
な
り
。
魯
は
乃
ち
孔

子
の
鄕
國
に
し
て
、
弟
子
に
孔
子
晚
年
の
說
多
く
、
學
者
以
て
定
論
と
爲
す
。

…
…
此
れ
魯
の
今
學
、
孔
子
の
同
鄕
に
し
て
晚
年
の
說
を
宗
と
し
て
、
以
て

宗
派
と
爲
る
者
た
る
な
り
。
燕
趙
の
弟
子
は
、
未
だ
『
春
秋
』
を
修
め
ざ
る

以
歬
に
、
辭
し
て
先
づ
反
り
、
惟
だ
孔
子
の
「
從
周
」
の
言
を
聞
く
の
み
。

已
後
の
改
制
等
の
說
は
未
だ
面
領
を
經
ず
、歬
說
と
相
ひ
反
す
る
に
因
り
て
、

遂
に
魯
の
弟
子
、
僞
り
て
此
の
言
を
爲
し
て
孔
子
に
依
託
す
と
疑
ふ
。
…
…

故
に
篤
く
歬
說
を
守
り
、
魯
學
と
相
ひ
難
ず
。
…
…
此
れ
古
學
派
、
孔
子
の

時
制
を

采
す
る
に
遠
く
し
て
、
流
れ
て
別
派
と
爲
る
者
た
る
な
り
。
…
…

齊
人
は
二
學
の
閒
に
閒
し
て
、
鄕
土
の
聞
見
の
囿
せ
ら
る
る
所
と
爲
り
、
雜

采
せ
ざ
る
能
は
ず
。
乃
ち
心
に
善
を

ね
ん
と
欲
し
て
、
遂
に
繩
尺
と
す
る

所
を
失
ふ
。
惟
だ
に
今
學
、
無
き
所
を
用
ふ
る
の
み
な
ら
ず
、
竝
び
に
今
學

に
朙
文
㊒
る
者
も
、
亦
た
皆
、
新
を
喜
び
異
を
好
み
、
古
學
を
雜
入
し
、
今

は
今
た
ら
ず
、
古
は
古
た
ら
ず
し
て
、
施
行
す
る
能
は
ず
。（
魯
爲
今
學
正
宗
、

燕
趙
爲
古
學
正
宗
。
其
支
流
分
派
雖
小
㊒
不
同
、
然
大
旨
一
也
。
魯
乃
孔
子
鄕
國
、

弟
子
多
孔
子
晚
年
說
、學
者
以
爲
定
論
。
…
…
此
魯
之
今
學
、爲
孔
子
同
鄕
宗
晚
年
說
、

以
爲
宗
派
者
也
。
燕
趙
弟
子
、未
修
『
春
秋
』
以
歬
、辭
而
先
反
、惟
聞
孔
子
「
從
周
」

之
言
。
已
後
改
制
等
說
未
經
面
領
、
因
與
歬
說
相
反
、
遂
疑
魯
弟
子
僞
爲
此
言
依
託

孔
子
。
…
…
故
篤
守
歬
說
、
與
魯
學
相
難
。
…
…
此
古
學
派
、
爲
遠
于
孔
子

采
時
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が
高
く
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ひ
と
え
に
、『
穀
梁
傳
』
中
の
禮
制

が
王
制
篇
と
盡
く
合
致
す
る
こ
と
に
よ
る（
７
）。

　

下
卷
の
次
の
一
條
に
は
、
そ
の
『
穀
梁
傳
』
重
視
の
姿
勢
が
强
く
窺
え
る
。

今
古
の
經
傳
、
唯
だ
『
春
秋
』
を
存
す
る
の
み
。「
王
制
」『
周
禮
』
は
皆
、

三
傳
の
據
り
て
以
て
今
古
の
分
を
爲
す
所
の
者
な
り
。四
家
は
今
古
の
正
宗
、

同
異
の
原
始
た
り
。
二
門
既
に
別
れ
、
然
る
後
、
先
師
各
〻
習
ふ
所
に
囿
せ

ら
れ
、
推
し
て
以
て
『
易
』『
書
』『
詩
』『
論
語
』『
孝
經
』
を
說
く
。
凢
そ

此
の
五
經
の
今
古
の
說
は
、
皆
、
後
來
附
會
の
談
に
し
て
、
本
義
に
非
ざ
る

な
り
。『
春
秋
』を
說
き
て
孔
子
修
述
の
旨
を
得
る
者
は
、三
傳
の
中
、唯
だ『
穀

梁
』
の
み
。（
今
古
經
傳
、
唯
存
『
春
秋
』。「
王
制
」『
周
禮
』
皆
三
傳
所
據
以
爲
今

古
之
分
者
。
四
家
爲
今
古
之
正
宗
、同
異
之
原
始
。
二
門
既
別
、然
後
先
師
各
囿
所
習
、

推
以
說
『
易
』『
書
』『
詩
』『
論
語
』『
孝
經
』。
凢
此
五
經
今
古
之
說
、
皆
後
來
附
會

之
談
、
非
本
義
也
。
說
『
春
秋
』
得
孔
子
修
述
之
旨
者
、
三
傳
之
中
唯
『
穀
梁
』。）

（
下
卷
第
三
十
三
條
）

　
「『
春
秋
』
を
說
き
て
孔
子
修
述
の
旨
を
得
る
者
は
、
三
傳
の
中
、
唯
だ
『
穀
梁
』

の
み
」
と
は
、『
穀
梁
傳
』
に
對
す
る
最
大
の
贊
辭
と
言
え
る
だ
ろ
う
。「
春
秋
三

傳
」
と
總
稱
さ
れ
な
が
ら
も
、『
左
氏
傳
』『
公
羊
傳
』
と
鼎
立
す
る
ほ
ど
の
勢
い

を
持
ち
得
な
か
っ
た
『
穀
梁
傳
』
に
對
し
て
、
こ
れ
だ
け
の
價
値
を
認
め
て
い
る

こ
と
は
、
廖
平
の
『
穀
梁
傳
』
觀
の
大
き
な
特
徵
と
言
え
る
。
廖
平
は
、
孔
子
が

晚
年
に
自
身
の
理
想
と
す
る
禮
制
を
王
制
篇
に
託
し
た
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
王

制
篇
の
記
述
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、『
穀
梁
傳
』
こ
そ
が
最
も
孔
子
の
本
意
を

得
て
い
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
今
古
學
考
』
中
の
記
載
か
ら
は
、初
變
朞
に
お
い
て
廖
平
が
『
穀

梁
傳
』
を
特
に
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
讀
み
取
れ
る
。
ま
た
實
際
に
、
廖
平
は
同

時
朞
に
『
穀
梁
傳
』
の
㊟
釋
書
で
あ
る
『
古
義
疏
』
を
著
し
て
も
い
る
。
し
か
し

を
分
離
し
て
本
來
の
あ
り
方
に
戾
す
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
、
そ
の
意
義
を
强
調

す
る
の
で
あ
る
。

（
二
）『
今
古
學
考
』
中
の
『
穀
梁
傳
』
の
位
置
づ
け

　

上
に
見
た
よ
う
に
、
廖
平
は
禮
制
に
よ
っ
て
今
學
・
古
學
を
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

の
禮
制
は
『
禮
記
』
王
制
篇
及
び
『
周
禮
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
と
し
て
い
た
。

こ
の
自
說
に
基
づ
い
て
、
王
制
篇
の
制
度
に
合
致
す
る
も
の
を
今
學
、『
周
禮
』

の
制
度
に
合
致
す
る
も
の
を
古
學
と
し
て
諸
經
傳
を
分
類
し
た
も
の
が
、『
今
古

學
考
』
卷
上
に
收
め
る
次
の
表
で
あ
る
。

今
古
學
統
宗
表

「
王
制
」
爲
今
學
之
主

『
周
禮
』
爲
古
學
之
主

『
穀
梁
』
全
同
「
王
制
」

『
孝
經
』
爲
古
學

　
　
『
儀
禮
』
記
爲
今
學

　
　
『
儀
禮
』
經
爲
古
學

　
　
『
戴
記
』
㊒
今
學
篇

　
　
『
戴
記
』
㊒
古
學
篇

　
　
『
公
羊
』
時
參
古
學

　
　
『
左
傳
』
時
㊒
緣
經
異
說

　
　
　
　
『
魯
詩
』

　
　
『
逸
禮
』
古
學

　
　
　
　
『
魯
論
語
』〔
以
上
魯
〕

　

こ
こ
で
㊟
目
し
た
い
の
が
、
春
秋
三
傳
の
位
置
づ
け
、
と
り
わ
け
上
段
の
今
學

內
部
に
お
け
る
『
穀
梁
傳
』
と
『
公
羊
傳
』
と
の
關
係
で
あ
る
。
兩
者
を
比
較

す
る
と
、『
穀
梁
傳
』
が
一
段
高
く
擡
頭
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
よ
う
。

こ
れ
は
、『
穀
梁
傳
』
中
の
禮
制
が
今
學
の
根
據
と
な
る
王
制
篇
と
完
全
に
合
致

す
る
の
に
對
し
、『
公
羊
傳
』
は
閒
閒
、
古
學
の
說
を
も
載
せ
て
い
る
か
ら
で
あ

る（
６
）。
ま
た
、
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
今
學
諸
經
の
中
で
も
と
り
わ
け
『
穀
梁
傳
』
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義
』
本
不
更
㊟
所
引
原
書
云
。）

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
廖
平
は
廣
く
尹
更
始
・
梅
福
・
班
固
・
許
愼
ら
の
說
に
及
び

つ
つ
も
、
と
り
わ
け
劉
向
說
を
中
心
と
し
て
兩
漢
に
お
け
る
『
穀
梁
傳
』
の
師
說

を
蒐
集
し
、
こ
の
書
を
成
し
た
と
い
う
。
劉
向
は
『
漢
書
』
等
で
穀
梁
家
と
さ
れ

て
い
る
か
ら（
９
）、
そ
の
說
を
丹
念
に
集
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

本
書
が
廖
平
に
と
っ
て
最
初
の
『
穀
梁
傳
』
硏
究
の
成
果
で
あ
る
が
、
そ
も
そ

も
廖
平
は
な
ぜ
遺
說
の
蒐
集
か
ら
着
手
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
考
え
る
ヒ
ン

ト
に
な
る
の
が
、
後
に
書
か
れ
た
『
古
義
疏
』
の
自
序
で
あ
る
。
そ
こ
で
廖
平
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（
（（
（

。

『
穀
梁
』
は
宣
・
元
の
閒
に
顯
る
る
も
、
一
世
に
及
ば
ず
。
東
漢
以
來
、
名
家
、

遂
に
絕
ゆ
。
舊
說
、
存
す
と
雖
も
、
更
に
誦
習
す
る
無
し
。
范
氏
、
其
の
闇

弱
な
る
を
覘う
か
が

ひ
、
幸
を
希
ひ
て
竊
據
し
、
何
・
杜
に
依
附
し
、
濫
り
に
子

姓
を
入
る
れ
ば
、
既
に
專
門
の
學
に
非
ず
、
且
つ
傳
を
攻
む
る
を
以
て
能
と

爲
す
。
末
學
、膚
受
し
、誦
記
に
便
な
る
を
喜
び
、立
ち
て
學
官
に
在
る
こ
と
、

歷
世
千
載
な
り
。
夫
の
素
王
の
撰
述
、
魯
學
の
獨
專
を
原
ぬ
る
も
、
俗
義
、

晚
張
し
、
舊
解
、
全
く
佚
す
。（『
穀
梁
』
顯
于
宣
・
元
之
閒
、
不
及
一
世
。
東
漢

以
來
、名
家
遂
絕
。
舊
說
雖
存
、更
無
誦
習
。
范
氏
覘
其
闇
弱
、希
幸
竊
據
、依
附
何
・
杜
、

濫
入
子
姓
、
既
非
專
門
之
學
、
且
以
攻
傳
爲
能
。
末
學
膚
受
、
喜
便
誦
記
、
立
在
學
官
、

歷
世
千
載
。
原
夫
素
王
撰
述
、
魯
學
獨
專
、
俗
義
晚
張
、
舊
解
全
佚
。）

　

右
の
記
述
か
ら
は
、
范
甯
の
『
穀
梁
傳
』
㊟
に
對
す
る
不
滿
を
讀
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
。『
公
羊
』『
左
氏
』
二
家
の
說
に
出
入
し
、
時
と
し
て
傳
文
へ
の
不
信

さ
え
表
朙
す
る
范
甯
㊟
の
缺
點
を
補
う
た
め
に
は
、
自
ら
「
魯
學
」
の
「
舊
解
」

を
朙
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
廖
平
が
『
遺
說
考
』
か
ら
硏
究
を
開
始
し
た

背
景
に
は
、
范
甯
㊟
へ
の
不
滿
が
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、『
光
緖
井
硏
志
』
に
も
記
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
や
が
て
廖
平
は
こ

な
が
ら
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
年
譜
等
に
よ
っ
て
廖
平
の
『
穀
梁
傳
』
硏
究
を
た

ど
っ
て
ゆ
く
と
、
そ
の
開
始
は
初
變
以
歬
に
遡
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

そ
の
『
穀
梁
傳
』
硏
究
は
、
初
變
朞
の
學
說
と
は
沒
交
涉
に
始
め
ら
れ
た
も
の
な

の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
そ
の
蓄
積
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
後
に
王
制
篇
と
『
穀
梁

傳
』
と
が
合
致
す
る
こ
と
に
思
い
至
っ
た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
次
項

で
は
廖
平
の
『
穀
梁
傳
』
硏
究
の
開
始
時
に
遡
っ
て
、
初
變
を
經
て
や
が
て
そ
れ

が
『
古
義
疏
』
と
し
て
結
實
す
る
に
至
る
過
程
を
た
ど
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
三
）『
遺

考
』
か
ら
『
古
義
疏
』
へ

　

廖
幼
平
『
廖
季
平
年
譜
』
に
は
、
廖
平
が
光
緖
六
年
（
一
八
八
〇
）、
す
な
わ
ち

二
十
九
歲
の
時
に
初
め
て
『
穀
梁
傳
』
を
修
め
た
こ
と
が
見
え
る
。
ま
た
、
同
年

に
は
『
穀
梁
先
師
遺
說
考
』（
以
下
『
遺
說
考
』
と
略
稱
）
四
卷
を
成
し
た
と
い
う
。

『
遺
說
考
』
は
現
在
、
散
佚
し
て
傳
わ
ら
な
い
が
、『
光
緖
井
硏
志（
８
）』
藝
文
志
に
そ

の
提
要
を
載
せ
て
お
り
、
該
書
の
梗
槪
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
提
要
に
云
う
。

『
公
羊
』
の
師
說
は
、
董
子
、
具
さ
に
存
す
。『
穀
梁
』
は
劉
向
を
以
て
大
師

と
爲
し
、『
說
苑
』『
新
序
』『
列
女
傳
』『
漢
書
』
五
行
志
・『
五
經
通
義
』

『
世
本
』
に
散
見
す
る
も
の
凢
そ
數
千
條
。
近
人
、『
穀
梁
』
の
師
說
を
輯
む

る
は
皆
、
脫
漏
す
。
此
の
本
、
劉
の
外
に
于
い
て
、

ね
て
尹
・
梅
・
班
・

許
及
び
兩
漢
の
師
說
を
采
り
、
陳
左
海
『
三
家
詩
先
師
遺
說
考
』
の
例
に
仿

ふ
。
諸
本
に
較
べ
て
詳
ら
か
な
り
と
爲
す
。
諸
說
、
多
く
『
穀
梁
古
義
疏
』

中
に
收
入
す
。
故
に
『
古
義
』
は
本
よ
り
更
に
引
く
所
の
原
書
を
㊟
せ
ず
と

云
ふ
。（『
公
羊
』
師
說
、董
子
具
存
。『
穀
梁
』
以
劉
向
爲
大
師
、散
見
『
說
苑
』『
新

序
』『
列
女
傳
』『
漢
書
』
五
行
志
・『
五
經
通
義
』『
世
本
』
凢
數
千
條
。
近
人
輯
『
穀
梁
』

師
說
皆
脫
漏
。
此
本
于
劉
外
、

采
尹
・
梅
・
班
・
許
及
兩
漢
師
說
、
仿
陳
左
海
『
三

家
詩
先
師
遺
說
考
』
例
。
較
諸
本
爲
詳
。
諸
說
多
收
入
『
穀
梁
古
義
疏
』
中
。
故
『
古



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
集

一
八
二

『
穀
梁
傳
』
解
釋
の
探
求
で
あ
る
。
自
序
の
言
に
よ
れ
ば
、こ
れ
は
魯
學
の
「
絕
學
」

た
る
『
穀
梁
傳
』
の
「
微
言
」
を
闡
朙
す
る
こ
と
を
動
機
と
し
て
開
始
さ
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
成
果
が
、『
遺
說
考
』
で
あ
る
。

　

い
ま
一
つ
は
、
初
變
以
後
の
、
自
身
の
今
古
學
體
系
中
に
『
穀
梁
傳
』
を
位
置

づ
け
、
解
釋
す
る
と
い
う
段
階
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
は
、『
穀
梁
傳
』
と
今
學

の
根
幹
た
る
王
制
篇
の
禮
制
と
は
合
致
す
る
と
い
う
、
自
身
の
初
變
朞
の
學
說
を

盛
り
込
み
つ
つ
傳
を
說
く
こ
と
に
意
を
用
い
た
。

　

從
っ
て
、『
古
義
疏
』
に
は
、
漢
代
以
歬
の
舊
解
を
提
示
す
る
こ
と
と
、
自
身

の
初
變
朞
の
學
說
の
展
開
と
い
う
、
二
つ
の
異
な
る
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
と
見

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
後
者
は
廖
平
の
學
說
と
密
接
に
關
聯
す
る
も
の
で
あ

り
、
廖
平
の
穀
梁
學
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
今
古
學
の
解
朙
に
も
不
可
缺
な
材
料
で

あ
る
。
ま
た
、歬
者
は
そ
の
取
捨
に
廖
平
の
意
圖
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、

『
古
義
疏
』
で
は
劉
向
說
に
限
っ
て
も
六
百
條
近
く
の
豐
富
な
引
用
が
な
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ら
は
漢
代
穀
梁
學
の
實
態
を
窺
い
知
る
に
當
た
っ
て
、
㊒
用
な
㊮
料

と
な
る
可
能
性
を
持
つ
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
『
古
義
疏
』
中
の
二
要
素
は
今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
が
硏
究

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
が
、そ
の
際
に
も
留
意
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、

『
穀
梁
傳
』
の
成
立
と
傳
承
と
に
對
す
る
廖
平
の
說
が
擧
げ
ら
れ
る
。
こ
の
點
に

つ
い
て
、
廖
平
は
特
異
な
說
を
唱
え
て
お
り
、
そ
の
說
は
『
古
義
疏
』
全
體
を
通

じ
て
繰
り
﨤
し
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
加
え
て
、
こ
の
點
に
對
す
る
廖

平
の
見
解
は
、
以
上
で
見
て
き
た
、『
穀
梁
傳
』
を
特
に
重
視
す
る
こ
と
と
、
先

師
の
遺
說
を
蒐
集
し
た
こ
と
と
の
二
點
と
、相
互
に
關
聯
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
次
節
で
は
、『
穀
梁
傳
』
が
ど
の
よ
う
に
成
立
し
、
傳
承
さ
れ
た
か
に
對

す
る
廖
平
の
說
を
『
古
義
疏
』
中
か
ら
取
り
上
げ
、
檢
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

の
『
遺
說
考
』
を
材
料
の
一
つ
と
し
て
、
傳
全
體
に
對
す
る
㊟
釋
書
、『
古
義
疏
』

の
執
筆
を
開
始
す
る
。
廖
平
は
『
古
義
疏
』
が
成
る
ま
で
の
經
緯
を
、
歬
引
の
箇

所
に
續
け
て
、
自
序
で
以
下
の
よ
う
に
振
り
﨤
っ
て
い
る
。

辛
巳（
（（
（

中
春
、
微
言
の
久
し
く
隕
つ
る
を
痛
み
、
絕
學
の
競
は
ざ
る
を
傷
み
、

發
憤
し
て
自
ら
矢
ひ
、
首
め
に
『
遺
說
』
を
纂
し
、
閒
〻
傳
例
に
就
き
て
推

比
し
て
之
を
解
す
。
癸
未
、
都
門
に
計
偕
し
、
舟
車
も
て
南
北
す
る
に
、
冥

心
潛
索
し
、
素
王
・
二
伯
の
諸
大
義
を
得
。
甲
申
初
秋
、
偶
〻
「
王
制
」
を

讀
み
、
怳
と
し
て
頓
悟
す
る
㊒
り
。
是
に
于
い
て
向
の
疑
ふ
者
は
盡
く
釋
け

て
信
ず
る
者
は
愈
〻
堅
し
。
蒙
翳
、
一
新
し
、
豁
然
と
し
て
自
逹
す
。
乃
ち

舊
藁
を
取
り
て
重
ね
て
之
を
錄
す
。（
辛
巳
中
春
、
痛
微
言
之
久
隕
、
傷
絕
學
之

不
競
、
發
憤
自
矢
、
首
纂
『
遺
說
』、
閒
就
傳
例
推
比
解
之
。
癸
未
、
計
偕
都
門
、
舟

車
南
北
、
冥
心
潛
索
、
得
素
王
・
二
伯
諸
大
義
。
甲
申
初
秋
、
偶
讀
「
王
制
」、
怳
㊒

頓
悟
。
于
是
向
之
疑
者
盡
釋
而
信
者
愈
堅
。
蒙
翳
一
新
、
豁
然
自
逹
。
乃
取
舊
藁
重

錄
之
。）

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
『
穀
梁
傳
』
硏
究
の
開
始
に
當
た
っ
て
、『
遺
說
考
』

を
編
纂
し
な
が
ら
傳
例
の
硏
究
を
進
め
、
光
緖
九
年
（
癸
未
・
一
八
八
三
）、
北
京

へ
の
會
試
の
途
上
、
傳
中
の
大
義
に
つ
い
て
い
く
つ
か
悟
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と

い
う
。
ま
た
、
こ
の
閒
、
そ
の
成
果
を
㊟
釋
の
形
で
書
き
た
め
て
い
た
こ
と
が
想

像
さ
れ
る
。
そ
れ
は
翌
十
年
（
甲
申
・
一
八
八
四
）
に
舊
稿
に
加
筆
し
た
こ
と
を
述

べ
て
い
る
か
ら
で
、
そ
の
加
筆
は
同
年
に
王
制
篇
を
讀
ん
で
頓
悟
し
た
內
容
を
盛

り
込
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。『
廖
季
平
年
譜
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
光
緖
十
年
の
秋

に
『
古
義
疏
』
は
成
立
し
た
。

　

以
上
の
こ
と
を
整
理
す
れ
ば
、
廖
平
の
『
穀
梁
傳
』
硏
究
は
、『
古
義
疏
』
の

成
立
に
至
る
ま
で
に
大
き
く
二
つ
の
段
階
を
經
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

　

一
つ
は
、
初
變
以
歬
に
進
め
ら
れ
た
師
說
の
蒐
集
、
す
な
わ
ち
、
范
甯
以
歬
の
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が
そ
れ
に
對
し
て
「
大
傳
を
著
し
」
た
と
し
て
い
る
。

　

子
夏
と
『
春
秋
』
と
の
關
係
は
、
先
秦
兩
漢
を
通
じ
て
複
數
の
文
獻
に
述
べ
ら

れ
て
お
り
、
兩
者
を
結
び
つ
け
る
の
は
必
ず
し
も
特
異
な
こ
と
で
は
な
い（

（（
（

。
し
か

し
な
が
ら
、
子
夏
が
傳
を
「
著
」
し
た
と
す
る
の
は
、
廖
平
說
の
一
つ
の
特
徵
と

言
え
る
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
『
公
羊
傳
』
徐
彥
疏
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

一
般
に
、
經
說
は
口
傳
に
よ
り
繼
承
さ
れ
、
そ
れ
が
書
物
の
形
を
取
っ
た
の
は
漢

代
に
至
っ
て
か
ら
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る（
（（
（

。
と
こ
ろ
が
廖
平
は
、
子
夏
の
時
點
で

す
で
に
春
秋
傳
の
著
作
が
あ
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
右
の
引
用
中
に
「
此
の
傳
、
又
た
先
師
授
受
し
、
弟
子
の
發
問
に
因

り
て
師
、
舊
傳
を
引
き
て
以
て
之
に
答
ふ
」
と
言
い
、「
故
に
傳
中
、
凢
そ
「
傳

に
曰
は
く
」
と
引
く
者
は
、

ち
子
夏
の
舊
傳
、
是
れ
な
り
」
と
あ
る
の
も
、
こ

の
子
夏
の
傳
に
關
す
る
言
及
で
あ
る
。
こ
れ
は
上
で
「
大
傳
」
と
稱
し
て
い
た
子

夏
の
「
舊
傳
」
を
、
今
本
『
穀
梁
傳
』
で
も
し
ば
し
ば
引
用
し
て
い
る
と
の
說
で

あ
る
。

　

こ
の
說
は
『
古
義
疏
』
中
に
繰
り
﨤
し
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
例
と
し
て
、
莊

公
三
年
經
「
五
⺼
、
桓
王
を
葬
る
（
五
⺼
、
葬
桓
王
）」
以
下
の
傳
文
へ
の
㊟
が
擧

げ
ら
れ
る
。
當
該
傳
文
は
、
冐
頭
に
「
傳
に
曰
は
く
」
な
る
言
を
冠
し
て
記
述
が

な
さ
れ
て
い
る
が
、『
古
義
疏
』
は
こ
れ
に
つ
い
て
、「
傳
は
、舊
傳
の
文
。
說
は
『
公

羊
』
と
同
じ
（
傳
、舊
傳
文
。
說
與
『
公
羊
』
同
）」
と
㊟
す
る
。
こ
の
指
摘
の
通
り
、

實
は
同
一
經
文
に
對
す
る
『
公
羊
傳
』
に
は
、『
穀
梁
傳
』
の
「
傳
に
曰
は
く
」

以
下
の
說
と
同
一
の
說
が
述
べ
ら
れ
て
い
る（
（（
（

。
從
っ
て
、
可
能
性
と
し
て
は
『
穀

梁
傳
』
に
稱
す
る
「
傳
」
と
は
『
公
羊
傳
』
の
こ
と
で
あ
り
、『
穀
梁
傳
』
は
こ

こ
で
『
公
羊
傳
』
を
引
用
し
た
の
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
事
實
、後
述
の
よ
う
に
、

そ
の
よ
う
な
指
摘
も
廖
平
以
歬
に
な
さ
れ
て
い
る
が
、廖
平
は
こ
れ
を
『
公
羊
傳
』

か
ら
の
引
用
と
は
見
な
さ
ず
、子
夏
の
舊
傳
か
ら
の
引
用
と
す
る
の
で
あ
る
。『
古

二　
『
穀
梁
傳
』
の
成
立
・
傳
承
に
對
す
る
見
解

　
『
古
義
疏
』
の
卷
頭
、「
重
訂
穀
梁
春
秋
經
傳
古
義
疏
卷
一
」
な
る
標
題
の
下
に
、

廖
平
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

經
成
り
、
以
て
子
夏
に
授
く
。
子
夏
、
經
に
傳
す
。

ち
大
傳
を
著
し
、
大

綱
を
發
朙
し
、
傳
へ
て
學
者
に
示
す
。
卜
商
首
め
て
『
春
秋
』
を
受
く
。
故

に
以
て
其
の
學
に
氏
す
。
此
の
傳
、
又
た
先
師
授
受
し
、
弟
子
の
發
問
に
因

り
て
師
、
舊
傳
を
引
き
て
以
て
之
に
答
ふ
る
こ
と
、
服
問
・
喪
服
の
傳
と
同

じ
。
故
に
傳
中
凢
そ
「
傳
に
曰
は
く
」
と
引
く
者
は
、

ち
子
夏
の
舊
傳
、

是
れ
な
り
。
今
本
は
江
公
の
傳
ふ
る
所
た
り
て
、其
の
魯
に
居
る
に
因
り
て
、

『
魯
詩
』
と
與
に
世
〻
魯
學
と
稱
せ
ら
る
。
漢
の
時
、『
穀
梁
』
に
五
家
の
傳

本
㊒
り
て
、
各
〻
異
同
㊒
り
。
故
に
劉
子
の
引
く
所
の
傳
文
、
閒
〻
今
本
の

無
き
所
た
る
は
、
皆
、
別
家
の
佚
文
な
り
。（
經
成
、
以
授
子
夏
。
子
夏
傳
經
。

著
大
傳
、
發
朙
大
綱
、
傳
示
學
者
。
卜
商
首
受
『
春
秋
』。
故
以
氏
其
學
。
此
傳
又

先
師
授
受
、
因
弟
子
發
問
而
師
引
舊
傳
以
答
之
、
與
服
問
・
喪
服
傳
同
。
故
傳
中
凢

引
「
傳
曰
」
者
、

子
夏
舊
傳
是
也
。
今
本
爲
江
公
所
傳
、
因
其
居
魯
、
與
『
魯
詩
』

世
稱
魯
學
。
漢
時
『
穀
梁
』
㊒
五
家
傳
本
、
各
㊒
異
同
。
故
劉
子
所
引
傳
文
、
閒
爲

今
本
所
無
、
皆
別
家
佚
文
也
。）

　

こ
の
記
述
は
、『
穀
梁
傳
』
の
成
立
及
び
傳
承
に
對
す
る
廖
平
自
身
の
考
え
を

總
論
的
に
述
べ
た
も
の
と
言
え
る
。
以
下
、こ
の
記
述
に
依
據
し
つ
つ
、『
古
義
疏
』

中
か
ら
こ
れ
と
同
等
の
說
や
具
體
例
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
傳
の
成
立
・
傳
承

に
對
す
る
廖
平
の
說
を
そ
れ
ぞ
れ
整
理
し
て
ゆ
く
こ
と
と
し
た
い
。

（
一
）『
穀
梁
傳
』
の
成
立
に
つ
い
て

　

右
の
引
用
の
冐
頭
で
、
廖
平
は
『
春
秋
』
經
が
成
立
し
た
後
、
子
夏
（
卜
商
）
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以
後
に
分
派
し
た
も
の
だ
、
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

同
樣
の
說
は
他
の
箇
所
に
も
見
ら
れ
る
。『
穀
梁
傳
』
定
公
元
年
に
は
「
沈
子
」

な
る
經
師
の
說
を
引
く
が
、
同
年
の
『
公
羊
傳
』
に
も
「
子
沈
子
」
の
說
を
引
い

て
い
る
。『
古
義
疏
』
は
こ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

『
公
羊
』
引
き
て
「
沈
」
の
上
に
「
子
」
字
㊒
り
。
二
傳
同
じ
く
沈
子
の
說

を
引
く
。
是
れ
二
傳
、
先
師
を
同
じ
く
す
。
秦
以
歬
は
、
家
法
大
い
に
同
じ

き
な
り
。（『
公
羊
』
引
「
沈
」
上
㊒
「
子
」
字
。
二
傳
同
引
沈
子
說
。
是
二
傳
同
先

師
。
秦
以
歬
、
家
法
大
同
也
。）

　

こ
こ
で
も
や
は
り
、
二
傳
が
秦
以
歬
に
は
分
派
を
生
じ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を

述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
廖
平
は
、
傳
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
分
派
・
成
立
し
た
と
考
え
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
桓
公
二
年
の
「
春
、
王
の
正
⺼
、
戊
申
、
宋
の
督
、
其
の
君

與
夷
を
弑
す
（
春
、王
正
⺼
、戊
申
、宋
督
弑
其
君
與
夷
）」「
其
の
大
夫
孔
父
に
及
ぶ
（
及

其
大
夫
孔
父
）」
と
い
う
一
連
の
經
文
に
對
す
る
傳
文
中
に
も
、「
或
い
は
曰
は
く
」

と
し
て
或
說
が
引
か
れ
て
い
る
が
、そ
れ
に
對
す
る
『
古
義
疏
』
の
次
の
記
述
は
、

そ
の
こ
と
を
考
え
る
一
つ
の
ヒ
ン
ト
と
な
ろ
う
。

此
の
說
は
上
と
同
じ
か
ら
ず
。
凢
そ
同
じ
か
ら
ざ
る
者
は
、『
傳
』
は
乃
ち

「
或
い
は
曰
は
く
」「
一
傳
に
曰
は
く
」
と
言
ふ
。
一
師
の
言
に
非
ざ
る
も
、

但
だ
大
い
に
は
異
同
無
け
れ
ば
、
皆
、
說
者
を
出
し
て
主
名
せ
ざ
る
の
み
。

『
傳
』
は
蓋
し
衆
師
の
說
を
合
し
て
成
る
者
な
り
。（
此
說
與
上
不
同
。
凢
不
同

者
、『
傳
』
乃
言
「
或
曰
」「
一
傳
曰
」。
非
一
師
之
言
、
但
無
大
異
同
、
皆
不
出
說
者

主
名
。『
傳
』
蓋
合
衆
師
說
而
成
者
。）

　

こ
こ
で
は
、「
或
い
は
曰
は
く
」
の
上
下
で
說
が
異
な
る
こ
と
を
述
べ
た
上
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
說
は
別
の
經
師
か
ら
出
た
も
の
だ
と
す
る
。
そ
し
て
、『
穀
梁
傳
』は
、

沈
子
を
は
じ
め
と
す
る
そ
れ
ら
複
數
の
師
說
を
集
積
し
て
成
立
し
た
も
の
だ
ろ
う

義
疏
』
中
に
は
「
舊
傳
の
語
」「
舊
傳
の
文
」
な
ど
と
い
っ
た
語
が
頻
出
す
る
が
、

そ
こ
に
言
う
「
舊
傳
」
と
は
、
い
ず
れ
も
子
夏
の
舊
傳
を
指
し
て
言
っ
た
も
の
に

他
な
ら
な
い
。

　

ま
た
「
傳
に
曰
は
く
」
の
例
に
類
す
る
も
の
と
し
て
、『
穀
梁
傳
』
中
に
は
「
一

傳
に
曰
は
く
」
や
「
或
い
は
曰
は
く
」
と
記
し
て
或
說
を
引
用
す
る
箇
所
が
い
く

つ
か
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
對
す
る
廖
平
の
解
說
に
も
、
傳
の
成
立
に
對
す
る
彼
の

見
解
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
莊
公
二
年
の
次
の
箇
所
を
見
て
み
よ
う
。

經　
夏
、
公
子
慶
父
、
師
を
帥
ゐ
て
於
餘
丘
を
伐
つ
。（
夏
、
公
子
慶
父
帥
師
伐

於
餘
丘
。）

傳　
國
に
し
て
伐
つ
と
曰
ふ
。
於
餘
丘
は
、
邾
の
邑
な
り
。
其
の
伐
つ
と
曰

ふ
は
、
何
ぞ
や
。
公
子
は
貴
し
。
師
は
重
し
。
而
し
て
人
の
邑
に
敵
す
。
公

子
病
ま
し
め
ら
る
。
公
子
を
病
ま
し
む
る
は（
（（
（

、
公
を
譏
る
所
以
な
り
。
其
の

一
に
曰
は
く
、
君
在
り
て
之
を
重
ん
ず
れ
ば
な
り
。（
國
而
曰
伐
。
於
餘
丘
、

邾
之
邑
也
。
其
曰
伐
、
何
也
。
公
子
貴
矣
。
師
重
矣
。
而
敵
人
之
邑
。
公
子
病
矣
。

病
公
子
、
所
以
譏
乎
公
也
。
其
一
曰
、
君
在
而
重
之
也
。）

傳
文
末
尾
に
「
其
の
一
に
曰
は
く
」
と
し
て
或
說
を
擧
げ
て
い
る
が
、『
古
義
疏
』

は
同
年
の
『
公
羊
傳
』
を
引
用
し
つ
つ
こ
れ
に
㊟
し
て
、

『
公
羊
』に「
曷
爲
れ
ぞ
之
を
國
と
す
る
。
君
、焉
に
存
す
る
の
み
」と
。『
傳
』

と
同
じ
。
秦
以
歬
は
、『
傳
』
と
『
公
羊
』
と
分
か
れ
ず
。（『
公
羊
』「
曷
爲
國
之
。

君
存
焉
爾
。」
與
『
傳
』
同
。
秦
以
歬
、『
傳
』
與
『
公
羊
』
不
分
。）

と
述
べ
、
或
說
が
や
は
り
『
公
羊
傳
』
と
同
一
の
說
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
㊟
目
す
べ
き
は
、「
秦
以
歬
は
、『
傳
』
と
『
公
羊
』
と
分

か
れ
ず
」
と
述
べ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
記
述
に
も
、
傳
文
中
の
或
說
が
や

は
り
『
公
羊
傳
』
か
ら
の
引
用
で
は
な
い
、
と
の
考
え
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
に
加
え
て
、
廖
平
は
こ
こ
で
、『
穀
梁
傳
』
と
『
公
羊
傳
』
と
は
と
も
に
秦
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梁
』
に
五
家
の
傳
本
㊒
り
て
、
各
〻
異
同
㊒
り
」
と
述
べ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。

廖
平
は
、
漢
代
に
は
今
本
の
み
に
限
ら
ず
、『
穀
梁
傳
』
に
五
家
の
異
本
が
存
在

し
て
い
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
便
宜
的
に
こ
の
說
を
「
五
家
本
說
」
と
呼

ぶ
こ
と
と
し
て
、
こ
の
特
異
な
說
に
つ
い
て
も
『
古
義
疏
』
中
か
ら
具
體
例
を
擧

げ
つ
つ
、
そ
の
詳
細
を
檢
討
し
て
ゆ
く
。

　

ま
ず
は
、
五
家
本
說
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
箇
所
の
一
例
と
し
て
、
文
公
十
二
年

の
次
の
箇
所
を
確
認
し
た
い
。

經　
二
⺼
庚
子
、
子
叔
姬
卒
す
。（
二
⺼
庚
子
、
子
叔
姬
卒
。）

傳　
其
の
子
叔
姬
と
曰
ふ
は
、
貴
け
れ
ば
な
り
。
公
の
母
姊
妹
な
り
。
其
の

一
傳
に
曰
は
く
、
許
嫁
す
れ
ば
以
て
之
に
卒
い
ふ
な
り
。
男
子
は
二
十
に
し

て
冠
し
、
冠
し
て
丈
夫
に
列
し
、
三
十
に
し
て
娶
る
。
女
子
は
十
五
に
し
て

許
嫁
し
、二
十
に
し
て
嫁
す
。（
其
曰
子
叔
姬
、貴
也
。公
之
母
姊
妹
也
。其
一
傳
曰
、

許
嫁
以
卒
之
也
。
男
子
二
十
而
冠
、
冠
而
列
丈
夫
、
三
十
而
娶
。
女
子
十
五
而
許
嫁
、

二
十
而
嫁
。）

　

こ
の
傳
文
に
對
す
る
㊟
と
し
て
、
班
固
『
白
虎
通
』
嫁
娶
篇
の
記
述
が
引
用
さ

れ
る
。班

氏
曰
は
く
、「『
春
秋
穀
梁
傳
』
に
、
男
は
二
十
五
に
し
て
繫
心
し
、
女
は

十
五
に
し
て
許
嫁
す
。
陰
陽
に
感
ず
る
な
り
」と
。（
班
氏
曰
、「『
春
秋
穀
梁
傳
』、

男
二
十
五
繫
心
、
女
十
五
許
嫁
。
感
陰
陽
也
。」）

そ
の
上
で
、
こ
の
㊟
の
說
を
、
疏
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
解
說
す
る
。

陳
壽
祺
云
ふ
、「
今
、『
穀
梁
傳
』
に
此
の
文
無
し
。
蓋
し
穀
梁
說
な
り
」
と
。

按
ず
る
に
、傳
文
に
今
本
無
き
所
の
者
多
し
。
必
ず
し
も
皆
は
師
說
な
ら
ず
。

『
傳
』
に
五
家
㊒
り
て
、
今
、
一
家
を
存
す
。
故
に
佚
傳
㊒
り
。（
陳
壽
祺
云
、

「
今
『
穀
梁
傳
』
無
此
文
。
蓋
穀
梁
說
也
。」
按
、傳
文
今
本
所
無
者
多
。
不
必
皆
師
說
。

『
傳
』
㊒
五
家
、
今
存
一
家
。
故
㊒
佚
傳
。）

と
す
る
の
で
あ
る
。

　
『
穀
梁
傳
』の
具
體
的
な
成
立
時
朞
に
つ
い
て
、廖
平
は
朙
言
し
て
い
な
い
た
め
、

は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
た
だ
、
右
に
見
て
き
た
こ
と
と
、
本
節
冐

頭
の
引
用
中
に
「
今
本
は
江
公
の
傳
ふ
る
所
た
り
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
れ
ば
、
秦

漢
の
際
に
、子
夏
の
舊
傳
や
、そ
の
他
の
師
說
を
合
し
て
、今
本
に
つ
な
が
る
『
穀

梁
傳
』
が
成
立
し
た
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る（

（（
（

。

　

さ
て
、
廖
平
は
以
上
の
よ
う
に
『
穀
梁
傳
』
の
成
立
を
述
べ
る
の
で
あ
る
が
、

そ
も
そ
も
公
穀
二
傳
の
先
後
を
論
じ
た
諸
家
の
說
で
は
、『
穀
梁
傳
』
は
『
公
羊
傳
』

よ
り
も
後
出
と
さ
れ
、
そ
の
著
述
目
的
の
一
つ
に
『
公
羊
傳
』
へ
の
對
抗
が
あ
っ

た
と
さ
れ
る
。
右
に
見
て
き
た
傳
文
中
の
或
說
を
『
公
羊
傳
』
說
の
引
用
と
見
な

す
こ
と
が
で
き
、
ま
た
時
に
そ
れ
に
對
し
て
『
穀
梁
傳
』
が
反
駁
を
加
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、そ
の
よ
う
な
說
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
北
宋
の
劉
敞『
春
秋
權
衡
』や
、

淸
の
陳
澧
『
東
塾
讀
書
記
』、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
祖
述
し
た
皮
錫
瑞
『
經
學
通
論
』

な
ど
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
言
え
よ
う（
（（
（

。
し
か
し
、
廖
平
は
こ
の
說
に
從
わ
な

か
っ
た
。
そ
こ
に
は
、『
穀
梁
傳
』
の
晚
出
を
否
定
す
る
こ
と
で
、
輕
視
さ
れ
が

ち
な
『
穀
梁
傳
』
の
地
位
を
高
め
よ
う
と
す
る
意
圖
が
隱
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。『
穀
梁
傳
』の
成
立
に
關
す
る
廖
平
の
說
に
は
、『
公
羊
傳
』よ
り
も『
穀

梁
傳
』
を
よ
り
重
視
す
る
、
自
身
の
初
變
朞
の
學
說
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
言
え

よ
う
。

（
二
）『
穀
梁
傳
』
の
傳
承
に
つ
い
て

　

次
に
、『
穀
梁
傳
』
が
漢
代
に
至
る
ま
で
、
ど
の
よ
う
に
傳
承
さ
れ
、
流
通
し

て
き
た
か
に
對
す
る
說
を
整
理
し
て
ゆ
く
こ
と
と
し
よ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
㊟
目

す
べ
き
は
、
本
節
冐
頭
の
引
用
中
の
、「
今
本
は
江
公
の
傳
ふ
る
所
た
り
て
、
其

の
魯
に
居
る
に
因
り
て
、『
魯
詩
』
と
與
に
世
〻
魯
學
と
稱
せ
ら
る
。
漢
の
時
、『
穀
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弱
冠
能
誦
『
左
氏
傳
』
及
五
經
本
文
、
以
『
大
夏
侯
尙
書
』
敎
授
。
雖
爲
古
學
、

通
五
家
『
穀
梁
』
之
說
。）

　

こ
こ
に
は
、
賈
逵
が
父
の
影
響
を
受
け
て
古
文
の
書
を
學
ぶ
一
方
で
、
今
文
の

學
を
も

修
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、引
用
箇
所
の
末
尾
に「
五

家
『
穀
梁
』
の
說
」
と
あ
る
點
が
、
五
家
本
說
と
の
關
聯
を
思
わ
せ
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
、
李
賢
の
㊟
に
は
、

五
家
は
、
尹
更
始
・
劉
向
・
周
慶
・
丁
姓
・
王
彥
等
を
謂
ひ
、
皆
『
穀
梁
』

を
爲
む
る
こ
と
、歬
書
に
見
ゆ
る
な
り
。（
五
家
、謂
尹
更
始
・
劉
向
・
周
慶
・
丁
姓
・

王
彥
等
、
皆
爲
『
穀
梁
』、
見
歬
書
也
。）

と
あ
っ
て
、
具
體
的
に
五
人
の
名
を
擧
げ
て
い
る
。
彼
ら
が
い
ず
れ
も
石
渠
閣
の

論
議
に
穀
梁
學
者
と
し
て
參
加
し
た
こ
と
は
、
李
賢
の
指
摘
通
り
『
漢
書
』
儒
林

傳
に
見
え
る（
（（
（

。
ま
た
、張
預
に
よ
る『
古
義
疏
』の
序（
（（
（

に
は
、『
穀
梁
傳
』に
つ
い
て
、

「
東
京
よ
り
し
て
後
、
漸
く
絕
學
と
成
り
、
尹
更
始
等
五
家
の
傳
說
は
久
し
く
佚

す
（
東
京
而
後
、
漸
成
絕
學
、
尹
更
始
等
五
家
傳
說
久
佚
）」
と
記
し
て
お
り
、「
尹
更

始
等
五
家
の
傳
說
」
と
あ
る
の
も
、
李
賢
㊟
と
符
合
す
る
。
廖
平
が
朙
言
し
て
い

な
い
た
め
斷
定
は
で
き
な
い
が
、
五
家
本
說
は
『
後
漢
書
』
賈
逵
傳
と
そ
の
㊟
と

に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う（
（（
（

。

　

以
上
が
五
家
本
說
の
梗
槪
で
あ
る
が
、
こ
の
說
は
先
に
擧
げ
た
『
白
虎
通
』
の

例
に
も
見
ら
れ
た
通
り
、
テ
ク
ス
ト
の
問
題
に
觸
れ
る
際
に
し
ば
し
ば
援
用
さ
れ

る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、歬
節
で
確
認
し
た
『
古
義
疏
』
中
の
二
つ
の
要
素
の
う
ち
、

漢
代
師
說
と
も
關
聯
し
て
く
る
。『
遺
說
考
』
に
お
い
て
、
廖
平
は
劉
向
說
を
中

心
に
師
說
を
蒐
集
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
が
、『
古
義
疏
』
で
劉
向
說
を
引
用
す

る
箇
所
で
も
、
五
家
本
說
が
述
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
隱
公

三
年
經
「
三
⺼
庚
戌
、
天
王
崩
ず
（
三
⺼
庚
戌
、
天
王
崩
）」
及
び
そ
れ
以
下
の
傳

文
全
體
に
對
す
る
疏
を
見
て
み
よ
う
。

　

こ
こ
に
引
用
す
る
陳
壽
祺
說
は
、
そ
の
『
五
經
異
義
疏
證
』
に
見
え
る
も
の
で

あ
る
が
、
陳
壽
祺
が
班
固
の
引
用
す
る
『
穀
梁
傳
』
を
『
穀
梁
傳
』
の
師
說
と
す

る
の
に
對
し
、
廖
平
は
そ
れ
を
師
說
で
は
な
く
『
穀
梁
傳
』
の
本
文
そ
の
も
の
に

他
な
ら
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
根
據
を
五
家
本
說
に
求
め
、
班
固
の
當
時

に
は
『
穀
梁
傳
』
に
複
數
の
傳
本
が
あ
っ
て
、
班
固
が
引
く
傳
文
を
載
せ
る
も
の

が
確
か
に
存
在
し
た
の
で
あ
り
、
唯
一
遺
っ
た
今
本
に
は
そ
の
傳
文
が
見
ら
れ
な

い
だ
け
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
こ
れ
ら
五
家
本
は
い
つ
ま
で
存
在
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て

も
朙
言
し
た
文
章
は
無
い
た
め
、
朙
確
に
は
特
定
で
き
な
い
が
、
異
本
と
の
關
聯

を
說
か
れ
る
學
者
の
下
限
が
班
固
で
あ
る
こ
と
か
ら
推
せ
ば
、
後
漢
の
初
朞
ま
で

は
五
家
本
の
う
ち
少
な
く
と
も
數
家
の
本
が
倂
存
し
て
い
た
と
考
え
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
そ
の
後
、
傳
承
の
過
程
で
そ
れ
ら
が
失
わ
れ
、
今
本
の
み
が
遺
っ
た
と

す
る
の
が
、『
古
義
疏
』
か
ら
讀
み
取
れ
る
限
り
の
說
で
あ
る
。

　

ま
た
、
そ
も
そ
も
、
こ
の
五
家
本
說
は
何
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
廖

平
は
や
は
り
、そ
の
根
據
と
な
る
出
典
を
示
し
て
い
な
い
が
、『
穀
梁
傳
』
と
「
五
」

と
い
う
數
字
と
を
結
び
つ
け
る
も
の
と
し
て
、『
後
漢
書
』
賈
逵
傳
の
次
の
記
載

が
擧
げ
ら
れ
よ
う
。

賈
逵
、字
は
景
伯
、扶
風
平
陵
の
人
な
り
。
…
…
父
徽
、劉
歆
に
從
ひ
て
『
左

氏
春
秋
』
を
受
け
、
ね
て
『
國
語
』『
周
官
』
を
習
ひ
、又
た
『
古
文
尙
書
』

を
塗
惲
に
受
け
、『
毛
詩
』
を
謝
曼
卿
に
學
び
、『
左
氏
條
例
』
二
十
一
篇
を

作
る
。
逵
、
悉
く
父
の
業
を
傳
へ
、
弱
冠
に
し
て
能
く
『
左
氏
傳
』
及
び
五

經
の
本
文
を
誦
し
、『
大
夏
侯
尙
書
』
を
以
て
敎
授
す
。
古
學
を
爲
む
と
雖

も
、
ね
て
五
家
『
穀
梁
』
の
說
に
通
ず
。（
賈
逵
、
字
景
伯
、
扶
風
平
陵
人
也
。

…
…
父
徽
、
從
劉
歆
受
『
左
氏
春
秋
』

習
『
國
語
』『
周
官
』、
又
受
『
古
文
尙
書
』

於
塗
惲
、
學
『
毛
詩
』
於
謝
曼
卿
、
作
『
左
氏
條
例
』
二
十
一
篇
。
逵
悉
傳
父
業
、
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說
と
比
較
す
る
と
特
異
な
も
の
と
言
え
る
が
、
そ
の
獨
自
性
の
由
來
す
る
と
こ
ろ

を
考
察
す
る
と
き
、
歬
節
で
確
認
し
た
『
穀
梁
傳
』
重
視
が
想
起
さ
れ
る
。

　

歬
節
で
は
、『
今
古
學
考
』
の
記
述
か
ら
、
廖
平
が
『
穀
梁
傳
』
を
重
視
し
て

い
た
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
自
身
の
重
視
す
る
『
穀
梁
傳
』
が
『
公
羊
傳
』
よ
り

晚
出
と
な
る
と
、
そ
の
正
統
性
が
搖
ら
ぎ
か
ね
な
い
。
禮
制
の
觀
點
か
ら
す
る
と

『
穀
梁
傳
』
が
純
粹
な
今
學
で
あ
る
以
上
、
古
學
を
交
え
た
齊
學
の
『
公
羊
傳
』

と
の
關
係
は
、『
穀
梁
傳
』
が
正
、『
公
羊
傳
』
が
副
と
な
る
は
ず
で
あ
り
、『
穀

梁
傳
』
中
に
引
用
さ
れ
る
「
傳
」
や
或
說
は
『
公
羊
傳
』
で
は
あ
り
得
な
い
。
そ

こ
で
、そ
れ
ら
を
子
夏
の
舊
傳
や
二
傳
に
共
通
す
る
先
師
の
說
と
捉
え
る
こ
と
で
、

自
說
と
の
整
合
性
を
圖
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、『
古
義
疏
』
中
に
引
用
す
る
劉
向
說
は
、『
穀
梁
傳
』
硏
究
の
開
始
に
當

た
っ
て
『
遺
說
考
』
に
蒐
集
し
た
も
の
を
材
料
と
し
て
い
た
。
劉
向
の
春
秋
說
に

は
『
公
羊
傳
』『
左
氏
傳
』
系
統
の
も
の
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

廖
平
は
そ
れ
ら
の
存
在
を
基
本
的
に
は
認
め
ず
、
そ
の
所
說
の
ほ
と
ん
ど
を
『
穀

梁
傳
』
の
師
說
と
す
る
。
五
家
本
說
は
こ
の
場
合
に
も
や
は
り
、
そ
の
說
朙
の
術

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。『
穀
梁
傳
』
の
師
說
と
し
て
傳
わ
る
說
は
決
し
て
多

い
と
は
言
え
な
い
。そ
の
上
さ
ら
に
劉
向
說
を
も
吟
味
し
て
選
び
出
す
と
な
る
と
、

そ
の
數
は
一
層
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。そ
こ
で
廖
平
は
五
家
本
說
を
利
用
し
て
、

劉
向
說
を
『
穀
梁
傳
』
の
異
本
に
基
づ
く
も
の
と
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
本
稿
第
一
節
で
は
ま
ず
、『
今
古
學
考
』
に
據
り
つ
つ
初
變
朞
の
學
說

を
槪
觀
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
學
說
體
系
の
中
で
『
穀
梁
傳
』
が
い
か
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
か
を
探
っ
た
。
廖
平
は
、
禮
制
を
基
準
と
し
て
今
古
學
を
分
類
し

た
。
そ
し
て
、
そ
の
う
ち
今
學
の
禮
制
は
、
孔
子
が
晚
年
に
四
代
の
制
度
を
損
益

「
傳
に
曰
は
く
、「
天
王
、
何
を
以
て
か
葬
を
書
せ
ざ
る
。
天
子
は
崩
を
記
し

葬
を
記
さ
ざ
る
は
、
其
の
時
を
必
す
れ
ば
な
り
。
諸
侯
は
卒
を
記
し
葬
を
記

す
は
、
天
子
の
在
る
㊒
れ
ば
、
其
の
時
を
必
せ
ざ
れ
ば
な
り
」
と
。
其
の
時

を
必
す
と
は
奈
何
。
天
子
は
七
日
に
し
て
殯
し
、
七
⺼
に
し
て
葬
る
。
諸
侯

は
五
日
に
し
て
殯
し
、
五
⺼
に
し
て
葬
る
。
…
…
」『
說
苑
』
脩
文
篇
の
引

く
に
據
り
て
補
ふ
。
按
ず
る
に
、『
穀
梁
』
に
五
家
本
㊒
り
て
、
今
、
一
家

を
傳
ふ
る
の
み
。
故
に
佚
傳
㊒
り
て
、『
公
羊
』
と
同
じ
。（「
傳
曰
、「
天
王

何
以
不
書
葬
。
天
子
記
崩
不
記
葬
、
必
其
時
也
。
諸
侯
記
卒
記
葬
、
㊒
天
子
在
、
不

必
其
時
也
。」
必
其
時
奈
何
。
天
子
七
日
而
殯
、
七
⺼
而
葬
。
諸
侯
五
日
而
殯
、
五
⺼

而
葬
。
…
…
」
據
『
說
苑
』
脩
文
篇
引
補
。
按
『
穀
梁
』
㊒
五
家
本
、今
傳
一
家
耳
。

故
㊒
佚
傳
、
與
『
公
羊
』
同
。）

　

こ
の
箇
所
の
歬
半
で
、
廖
平
は
劉
向
『
說
苑
』
を
引
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
冐

頭
に
「
傳
に
曰
は
く
」
と
あ
っ
て
、
そ
れ
以
下
の
數
句
は
、
廖
平
自
身
も
指
摘
す

る
通
り
、同
一
經
文
に
對
す
る
『
公
羊
傳
』
そ
の
も
の
で
あ
る（
（（
（

。
平
心
に
見
れ
ば
、

『
說
苑
』
に
引
か
れ
て
い
る
「
傳
」
が
『
公
羊
傳
』
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
が

な
い
。
し
か
し
、
廖
平
は
そ
う
と
は
認
め
な
い
。「
按
ず
る
に
、『
穀
梁
』
に
五
家

本
㊒
り
て
、
今
、
一
家
を
傳
ふ
る
の
み
。
故
に
佚
傳
㊒
り
て
、『
公
羊
』
と
同
じ
」

と
述
べ
て
、こ
の
「
傳
」
と
は
、『
穀
梁
傳
』
五
家
本
中
の
散
佚
し
た
一
本
で
あ
り
、

そ
こ
に
は
『
公
羊
傳
』
と
全
く
同
じ
傳
文
が
記
さ
れ
て
い
た
の
だ
と
す
る
の
で
あ

る
。

　

現
在
で
は
、
劉
向
の
春
秋
說
に
『
公
羊
傳
』『
左
氏
傳
』
系
統
の
も
の
も
多
く

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
す
で
に
朙
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
廖
平
は
そ
の

事
實
に
氣
づ
き
な
が
ら
も
、
五
家
本
說
を
援
用
す
る
こ
と
で
、
あ
く
ま
で
も
劉
向

を
穀
梁
家
と
し
て
捉
え
よ
う
と
し
て
い
た
と
言
え
よ
う（

（（
（

。

　

以
上
、
本
節
で
檢
討
し
た
廖
平
說
は
、
一
般
的
な
傳
の
成
立
・
傳
承
に
關
す
る
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し
て
新
た
に
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
王
制
篇
に
記
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
た
。
從

っ
て
、
王
制
篇
の
記
述
と
一
致
す
る
文
獻
は
、
孔
子
晚
年
の
理
想
を
傳
え
た
も
の

と
言
え
る
。
廖
平
に
よ
れ
ば
、
そ
の
最
た
る
も
の
が
『
穀
梁
傳
』
で
あ
り
、
そ
の

中
の
禮
制
は
盡
く
王
制
篇
と
合
致
す
る
と
い
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
三
傳
の
中
で
も
特

に
『
穀
梁
傳
』
を
重
視
し
、
高
く
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。

　

續
い
て
、初
變
朞
に
著
さ
れ
た
『
穀
梁
傳
』
㊟
釋
書
、『
古
義
疏
』
に
目
を
轉
じ
、

該
書
が
著
さ
れ
る
ま
で
の
經
緯
を
た
ど
っ
た
。
そ
の
結
果
、『
古
義
疏
』
に
は
初

變
朞
の
學
說
は
も
と
よ
り
、
初
變
以
歬
に
進
め
ら
れ
た
漢
代
師
說
の
蒐
集
の
成
果

も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。『
古
義
疏
』
は
廖
平
の
經
學
ば
か
り

で
な
く
、漢
代
穀
梁
學
の
解
朙
に
も
㊮
す
る
可
能
性
を
持
つ
書
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
『
古
義
疏
』
中
に
は
、
傳
の
成
立
及
び
傳
承
に
關
し
て
特
異
な

說
が
提
示
さ
れ
て
お
り
、
㊟
意
を
要
す
る
。
第
二
節
で
は
こ
れ
ら
を
整
理
し
た
上

で
、
そ
の
淵
源
す
る
と
こ
ろ
を
考
察
し
た
。

　
『
穀
梁
傳
』
の
成
立
に
つ
い
て
、
經
學
史
上
議
論
と
な
っ
て
き
た
の
は
『
公
羊

傳
』
と
の
先
後
關
係
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
『
公
羊
傳
』
先
成
說
が
支
配
的
で
あ
っ

た
と
言
え
る
が
、
廖
平
は
そ
れ
を
否
定
し
た
。『
今
古
學
考
』
に
お
い
て
、『
穀
梁

傳
』
は
純
粹
な
今
學
、『
公
羊
傳
』
は
古
學
を
參
雜
し
た
今
學
と
さ
れ
て
い
た
が
、

傳
の
成
立
に
對
す
る
廖
平
の
說
は
、『
穀
梁
傳
』
を
『
公
羊
傳
』
よ
り
も
優
位
に

置
く
こ
の
見
解
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
。
ま
た
、
傳
承
に
つ
い
て
は
、
漢

代
に
は
五
家
の
異
本
が
存
在
し
た
と
す
る
特
異
な
說
が
提
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ

は
傳
の
佚
文
と
見
ら
れ
る
も
の
に
理
論
的
根
據
を
與
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
自
身

の
『
穀
梁
傳
』
硏
究
の
開
始
に
當
た
っ
て
、
漢
代
師
說
を
廣
く
蒐
集
し
よ
う
と
し

た
こ
と
に
も
起
因
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
古
義
疏
』
中
に
こ
の
說
が
展
開

さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
を
援
用
す
る
こ
と
で
『
古
義
疏
』
の
記
述
を
充
實
さ
せ

よ
う
と
す
る
意
圖
の
表
れ
だ
と
言
え
る
。

　

廖
平
に
よ
れ
ば
、
王
制
篇
は
今
學
の
理
論
的
根
據
と
な
る
書
で
あ
り
、『
春
秋
』

は
そ
れ
を
歷
史
事
實
に

し
て
旉
衍
し
た
書
で
あ
る
と
い
う（

（（
（

。本
稿
で
見
た
通
り
、

三
傳
の
う
ち
特
に
『
穀
梁
傳
』
が
今
學
の
禮
制
に
合
致
す
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

『
古
義
疏
』
に
依
據
し
つ
つ
王
制
篇
・『
穀
梁
傳
』
兩
書
の
具
體
的
關
聯
を
探
る
こ

と
で
、
廖
平
の
今
學
の
體
系
的
解
朙
が
朞
待
さ
れ
る
。
こ
の
點
に
つ
い
て
は
今
後

の
課
題
と
し
た
い
。

　

㊟
（
１
）　

國
內
に
お
け
る
廖
平
の
思
想
硏
究
の
專
論
と
し
て
は
、
ま
ず
小
島
祐
馬
「
廖
平
の

學
」「
六
變
せ
る
廖
平
の
學
」（
同
氏
『
中
國
の
社
會
思
想
』、
筑
摩
書
房
、
一
九
六

七
年
所
收
。
初
出
は
そ
れ
ぞ
れ
『
藝
文
』
八
卷
五
號
、
一
九
一
七
年
・『
支
那
學
』

二
卷
九
號
、
一
九
二
二
年
）、
藤
堂
虎
雄
「
廖
平
の
經
學
思
想
」（『
漢
學
硏
究
』
第

二
輯
、
日
本
大
學
漢
文
學
會
、
一
九
三
七
年
）
が
擧
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
六
變

し
た
廖
平
の
各
朞
の
學
說
や
思
想
の
主
要
傾
向
に
つ
い
て
の

要
な
解
說
で
あ
る

が
、
い
ず
れ
も
總
論
的
な
も
の
で
あ
る
。
各
論
と
し
て
は
、
濱
久
雄
『
公
羊
學
の
成

立
と
そ
の
展
開
』（
國
書
刊
行
會
、
一
九
九
二
年
）
が
、
該
書
の
主
眼
で
あ
る
淸
末

公
羊
學
の
展
開
を
論
ず
る
中
で
廖
平
を
取
り
上
げ
、
主
と
し
て
常
州
學
派
と
の
差
異

を
朙
ら
か
に
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
對
象
は
あ
く
ま
で
も
公
羊
學
で
あ
り
、
本
稿
で

論
じ
る
『
穀
梁
傳
』
硏
究
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
國
外
に
目

を
轉
ず
る
と
、鄭
偉
「
二
〇
世
紀
以
來
廖
平
穀
梁
學
整
理
硏
究
之
回
顧
與
展

」（『
巴

蜀
文
獻
』
第
二
輯
、
四
川
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
は
、『
穀
梁
傳
』
に
關
す

る
も
の
を
軸
と
し
て
、
特
に
中
國
に
お
け
る
廖
平
硏
究
の
動
向
を
分
析
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
廖
平
の
穀
梁
學
に
つ
い
て
の
硏
究
は
、
彼
の
春
秋
學
に
關
す
る
硏
究
の
中

で
も
最
も
不
足
し
て
い
る
領
域
だ
と
述
べ
る
。
總
じ
て
、
個
個
の
著
作
の
分
析
を
通

じ
た
廖
平
の
經
學
硏
究
は
、
ま
だ
緖
に
就
い
た
ば
か
り
だ
と
言
え
る
。
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一
八
九

（
２
）　

蒙
文
通
「
井
硏
廖
季
平
師
與
近
代
今
文
學
」（
舒
大
剛
・
楊
世
文
主
編
『
廖
平
全
集
』、

上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
、
第
十
六
册
所
收
）
に
引
く
劉
師
培
の
言
。

（
３
）　

廖
平
の
學
說
變
化
の
時
朞
に
つ
い
て
は
複
數
の
說
が
あ
が
、
廖
平
の
娘
、
廖
幼
平

編
『
廖
季
平
年
譜
』（
巴
蜀
書
社
、
一
九
八
五
年
）
に
よ
っ
て
そ
の
朞
閒
と
學
說
と

を
示
せ
ば
以
下
の
通
り
。

初
變　
光
緖　

九
年
（
一
八
八
三
）
～
同
一
二
年
（
一
八
八
六
）
平
分
今
古

二
變　
光
緖
一
三
年
（
一
八
八
七
）
～
同
二
三
年
（
一
八
九
七
）
尊
今
抑
古

三
變　
光
緖
二
四
年
（
一
八
九
八
）
～
同
二
七
年
（
一
九
〇
一
）
言
小
統
大
統

四
變　
光
緖
二
八
年
（
一
九
〇
二
）
～
民
國
六
年
（
一
九
一
七
）
分
天
人

五
變　
民
國　

七
年
（
一
九
一
八
）�

以
六
書
文
字
皆
出
孔
子　
　

六
變　
民
國　

八
年
（
一
九
一
九
）
～
同
二
一
年
（
一
九
三
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
『
內
經
』
說
『
詩
』『
易
』

　
　

た
だ
し
、『
廖
季
平
年
譜
』
に
は
三
變
朞
の
末
年
と
四
變
朞
の
初
年
と
の
閒
に
年
代

の
不
連
續
が
あ
る
た
め
、こ
こ
で
は
四
變
朞
の
初
年
を
『
四
益
館
經
學
四
變
記
』（『
廖

平
全
集
』
第
二
册
所
收
）
自
序
に
よ
り
改
め
た
。

（
４
）　

趙
沛
『
廖
平
春
秋
學
硏
究
』（
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
七
年
）
は
、
廖
平
の
春
秋
學

に
關
す
る
專
著
で
あ
り
、『
穀
梁
傳
』
に
つ
い
て
も
一
章
を
設
け
て
多
角
的
に
論
じ

て
い
る
。
そ
の
中
で
も
特
に
、
禮
制
と
の
關
聯
を
論
じ
た
部
分
は
、
本
稿
第
一
節
の

內
容
と
重
な
る
點
が
あ
る
。
參
照
さ
れ
た
い
。
た
だ
し
、
廖
平
の
『
穀
梁
傳
』
觀
の

背
後
に
あ
る
、
各
朞
の
學
說
や
硏
究
の
經
緯
と
の
關
聯
に
つ
い
て
は
、
な
お
十
分
に

は
檢
討
が
及
ん
で
お
ら
ず
、
更
な
る
考
察
の
餘
地
が
あ
る
。

（
５
）　
『
今
古
學
考
』
の
本
稿
で
の
引
用
は
、『
廖
平
全
集
』
第
一
册
所
收
本
（
黃
海
德
・

楊
世
文
校
點
）
に
よ
る
。
た
だ
し
、
標
點
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

（
６
）　
『
漢
書
』
藝
文
志
及
び
儒
林
傳
で
は
、『
穀
梁
傳
』
は
魯
學
、『
公
羊
傳
』
は
齊
學

と
さ
れ
、
廖
平
も
こ
れ
に
從
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
の
二
傳
に
關
す
る
記
述
は
、

先
に
見
た
地
理
的
區
分
と
も
合
致
す
る
。

（
７
）　

具
體
的
に
『
穀
梁
傳
』
と
王
制
篇
の
い
ず
れ
の
記
述
と
が
合
致
す
る
か
に
つ
い
て

は
、『
今
古
學
考
』
卷
下
第
六
十
七
條
に
例
が
擧
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
８
）　

光
緖
二
十
六
年
（
一
九
〇
〇
）
刊
。
の
ち
一
九
七
一
年
に
臺
灣
學
生
書
局
か
ら
新

修
方
志
叢
刊
と
し
て
影
印
出
版
。
廖
平
は
四
川
井
硏
縣
の
人
。

（
９
）　
『
漢
書
』
楚
元
王
傳
及
び
儒
林
傳
。
た
だ
し
、
劉
向
を
穀
梁
家
と
す
る
說
に
は
疑

義
も
呈
せ
ら
れ
て
い
る
。
鄭
玄
『
六
藝
論
』
に
は
劉
向
が
『
公
羊
傳
』
を
學
ん
だ
こ

と
を
記
し
て
お
り
、
桓
譚
『
新
論
』
正
經
篇
及
び
王
充
『
論
衡
』
案
書
篇
に
は
劉
氏

一
族
が
『
左
氏
傳
』
に
通
逹
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問

題
に
つ
い
て
は
、鐮
田
正『
左
傳
の
成
立
と
其
の
展
開
』（
大
修
館
書
店
、一
九
六
三
年
）

第
二
編
第
一
章
、
池
田
秀
三
「
劉
向
の
學
問
と
思
想
」（『
東
方
學
報
』
五
十
、
京
都

大
學
人
文
科
學
硏
究
所
、
一
九
七
八
年
）、
野
閒
文
史
「
劉
向
春
秋
說
攷
」（『
哲
學
』

三
十
一
、
廣
島
哲
學
會
、
一
九
七
九
年
）
等
を
參
照
。

（
10
）　
『
穀
梁
古
義
疏
』
の
本
稿
で
の
引
用
は
、
郜
積
意
點
校
本
（
十
三
經
淸
人
㊟
疏
、

中
華
書
局
、
二
〇
一
二
年
）
に
よ
る
。
た
だ
し
、
標
點
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

（
11
）　

辛
巳
は
光
緖
七
年
（
一
八
八
一
）。
こ
れ
は
『
廖
季
平
年
譜
』
で
『
遺
說
考
』
の

成
立
を
光
緖
六
年
と
し
て
い
た
こ
と
と
齟
齬
す
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
光
緖
九
年

の
初
變
以
歬
の
成
立
で
あ
る
こ
と
に
變
わ
り
は
な
い
。

（
12
）　
『
韓
非
子
』
外
儲
說
右
上
篇
、『
史
記
』
孔
子
世
家
な
ど
。
ま
た
、
緯
書
に
も
同
樣

の
記
載
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
公
羊
傳
』原
目
の
疏
に
引
く
閔
因
の
敘
を
參
照
。

（
13
）　
『
公
羊
傳
』
何
休
序
「『
春
秋
』
を
傳
ふ
る
者
は
一
に
非
ず
（
傳
『
春
秋
』
者
非
一
）」

に
對
す
る
徐
彥
の
疏
に
「
解
に
云
ふ
、
孔
子
は
至
聖
に
し
て
、
却
き
て
無
窮
を
觀
る
。

秦
の
無
衟
に
し
て
、
將
に
必
ず
書
を
燔
か
ん
と
す
る
を
知
る
。
故
に
『
春
秋
』
の
說

は
、
子
夏
に
口
授
せ
ら
る
。
秦
を
度
り
漢
に
至
り
、
乃
ち
竹
帛
に
著
さ
る
（
解
云
、

孔
子
至
聖
、
却
觀
無
窮
。
知
秦
無
衟
、
將
必
燔
書
。
故
『
春
秋
』
之
說
、
口
授
子
夏
。

度
秦
至
漢
、
乃
著
竹
帛
）」
と
あ
る
。
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（
14
）　
『
穀
梁
傳
』
に
は
「
傳
に
曰
は
く
、
改
葬
な
り
。
云
云
（
傳
曰
、
改
葬
也
。
云
云
）」

と
あ
り
、『
公
羊
傳
』
に
は
「
此
れ
未
だ
崩
を
言
ふ
者
㊒
ら
ず
。
何
を
以
て
か
葬
を

書
す
る
。
蓋
し
改
葬
な
れ
ば
な
り
（
此
未
㊒
言
崩
者
。
何
以
書
葬
。
蓋
改
葬
也
）」

と
あ
る
。

（
15
）　

こ
の
部
分
の
訓
讀
に
つ
い
て
は
、
岩
本
憲
司
氏
の
說
に
從
っ
た
。
同
氏
『
春
秋
學

用
語
集
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
一
年
）【
言
伐
者
】
の
項
を
參
照
。

（
16
）　

廖
平
は
『
今
古
學
考
』
卷
下
第
三
十
八
條
で
、「
三
傳
の
著
錄
は
、
皆
、
先
秦
以

歬
な
り
（
三
傳
著
錄
、皆
先
秦
以
歬
）」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
本
文
で
見
て
き
た
、

秦
以
後
に
な
っ
て
『
穀
梁
傳
』『
公
羊
傳
』
の
分
派
が
生
じ
た
と
す
る
說
と
矛
盾
す
る
。

『
古
義
疏
』
一
書
中
に
は
こ
の
よ
う
な
矛
盾
は
見
ら
れ
な
い
が
、
こ
こ
に
異
說
と
し

て
記
し
て
お
く
。

（
17
）　

劉
敞
『
春
秋
權
衡
』
卷
十
四
、
陳
澧
『
東
塾
讀
書
記
』
卷
十
、
皮
錫
瑞
『
經
學
通

論
』
春
秋
「
論
『
穀
梁
』
在
春
秋
之
後
、曾
見
『
公
羊
』
之
書
、所
謂
「
一
傳
」
『
公

羊
傳
』」
を
參
照
。
な
お
、『
公
羊
傳
』
先
成
說
は
今
日
、
も
は
や
定
論
と
な
っ
た
觀

が
あ
る
。
野
閒
文
史
『
春
秋
學―

公
羊
傳
と
穀
梁
傳
』（
硏
文
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）

第
五
章
等
を
參
照
。
た
だ
し
、
廖
平
說
も
突
飛
と
は
言
え
ま
い
。
山
田
琢
「
公
羊
傳

の
成
立
に
つ
い
て
」（
同
氏
『
春
秋
學
の
硏
究
』、
朙
德
出
版
社
、
一
九
八
七
年
所
收
。

初
出
は
『
金
澤
大
學
法
文
學
部
論
集
』
哲
學
史
學
篇
第
四
册
、
一
九
五
八
年
）
は
、

㊟
（
14
）
所
揭
の
『
穀
梁
傳
』
に
つ
い
て
、「
こ
の
「
傳
曰
」
は
公
羊
傳
を
引
い
た

も
の
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
公
羊
傳
に
も
蓋
と
あ
る
の
だ
か
ら
、
兩
者
は
共
に
同

類
の
說
に
依
っ
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
お
り
、
廖
平
の
說
と
暗

合
し
て
い
る
。

（
18
）　

た
だ
し
李
賢
㊟
の
「
王
彥
」
は
、『
漢
書
』
で
は
「
王
亥
」
に
作
る
。

（
19
）　

序
の
末
尾
に
は
、「
同
學
友
生
錢
唐
張
預
謹
敍
於
長
沙
使
院
」
と
署
し
て
い
る
。『
續

修
四
庫
全
書
』
の
『
古
義
疏
』
の
提
要
に
よ
れ
ば
、張
預
は
光
緖
十
五
年
（
一
八
八
九
）

會
試
の
際
の
廖
平
の
房
師
（
試
驗
官
）
で
あ
る
。

（
20
）　

鐮
田
正
氏
は
、
お
そ
ら
く
『
漢
書
』
儒
林
房
鳳
傳
の
「
由
是
『
穀
梁
春
秋
』
㊒
尹

胡
申
章
房
氏
之
學
」と
の
記
述
に
よ
っ
て
で
あ
ろ
う
が
、「
穀
梁
家
に
は
尹
・
胡
・
申
・
章
・

房
の
五
氏
の
學
が
起
こ
っ
た
」（『
左
傳
の
成
立
と
其
の
展
開
』
三
九
七
頁
）
と
し
て

い
る
。こ
れ
に
よ
れ
ば
五
家
と
は
彼
ら
を
指
す
と
も
言
え
そ
う
だ
が
、實
は
こ
れ
は
尹
・

胡
・
申
章
・
房
の
四
家
に
分
け
る
の
が
正
し
い
。
同
じ
く
儒
林
傳
の
穀
梁
家
の
中
に「
楚

申
章
昌
曼
君
」
と
見
え
、李
奇
の
㊟
に
「
姓
申
章
、名
昌
、字
曼
君
」
と
あ
る
。
た
だ
、

五
家
が
何
れ
を
指
す
に
し
て
も
、
廖
平
說
の
よ
う
に
彼
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
テ
ク

ス
ト
を
傳
え
た
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
の
意
味
で
も
、
五
家
本
說
は
特
異
な
も
の
と

言
え
る
。

（
21
）　

當
該
の
『
公
羊
傳
』
傳
文
は
以
下
の
通
り
。「
何
を
以
て
か
葬
を
書
せ
ざ
る
。
天

子
は
崩
を
記
し
葬
を
記
さ
ざ
る
は
、
其
の
時
を
必
す
れ
ば
な
り
。
諸
侯
は
卒
を
記
し

葬
を
記
す
は
、
天
子
の
存
す
る
㊒
れ
ば
、
其
の
時
を
必
す
る
を
得
ざ
れ
ば
な
り
。（
何

以
不
書
葬
。
天
子
記
崩
不
記
葬
、
必
其
時
也
。
諸
侯
記
卒
記
葬
、
㊒
天
子
存
、
不
得

必
其
時
也
。）」

（
22
）　

劉
向
と
『
公
羊
傳
』『
左
氏
傳
』
と
の
關
聯
に
つ
い
て
は
、
㊟
（
９
）
所
揭
の
鐮

田
書
竝
び
に
池
田
・
野
閒
兩
氏
の
論
文
を
參
照
。
な
お
廖
平
は
、
隱
公
元
年
經
「
冬
、

十
㊒
二
⺼
、
蔡
伯
來
た
る
（
冬
、
十
㊒
二
⺼
、
蔡
伯
來
）」
と
そ
れ
以
下
の
傳
文
に

對
す
る
疏
の
中
で
「
劉
子
、『
公
羊
』
に
同
じ
き
者
は
十
條
に
近
し
（
劉
子
同
『
公
羊
』

者
近
十
條
）」
と
述
べ
て
、
劉
向
說
に
『
公
羊
傳
』
と
同
じ
も
の
が
あ
る
こ
と
を
認

め
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
六
百
條
近
い
引
用
の
う
ち
わ
ず
か
十
條
と
、
そ
の
數
は
か

な
り
限
ら
れ
る
。『
左
氏
傳
』
と
の
關
聯
に
つ
い
て
も
、昭
公
十
一
年
經
「
五
⺼
甲
申
、

夫
人
歸
氏
薨
ず
（
五
⺼
甲
申
、
夫
人
歸
氏
薨
）」
に
對
す
る
㊟
・
疏
で
劉
向
說
を
引

用
し
た
後
に
「
按
ず
る
に
、
此
れ
劉
子
、『
左
傳
』
說
を
用
ふ
。
劉
子
、『
左
傳
』
に

同
じ
き
者
は
多
し
（
按
、
此
劉
子
用
『
左
傳
』
說
。
劉
子
同
『
左
傳
』
者
多
）」
と

述
べ
て
、
そ
の
關
聯
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
記
述

か
ら
も
讀
み
取
れ
る
よ
う
に
、
基
底
に
あ
る
の
は
あ
く
ま
で
も
劉
向
を
穀
梁
學
者
と



廖
平
の
今
古
學
と
『
春
秋
穀
梁
傳
』

一
九
一

す
る
見
方
で
あ
る
と
言
え
る
。

（
23
）　
『
今
古
學
考
』
卷
下
第
六
十
八
條
を
參
照
。




